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臨死患者の こ とば

一意 味の 分析 と支援の あり方をめ ぐ っ て -

若林理恵子, 津田愛子

富山医科薬科大学医学部看護学科

要 旨

看護師と家族が聞い た ｢ 臨死患者の こ とば｣ の 主 なもの を明らか に し, そ の 内容を分析するた

め に , イ ン タ ビ ュ
ー 調査 を行 っ た

.
イ ン タ ビ ュ

ー 内容をn a r r a ti v e r e s e a r c h の 手法で分析 した結

莱, 看護師が聞い た ｢ 臨死患者の こ とば｣ の 内容 は , 【間近 に迫 っ た死 の 意識】 【あき らめ】

【人生 の 振り返 り】 【家族関係 - の後悔】 【家族を遺す不安】 【感謝ヨ 【心身の苦痛ヨ 【死の 迎

え方の 希望】 【死後の 世界】 【墓参り へ の 希望】 【神 へ の 祈り】 の 1 1 の カ テ ゴリ
- に分類で きた . -

ま た, 家族が聞い た ｢ 臨死患者 の こ とば｣ の 内容は , 【家族を遺す不安】 監配偶者 へ の 愛】 【感

謝】 【家族 へ の 励ま し】 【心身の苦痛】 【あきらめ】 【怒り】 【死後の 世界』 【自然と の 触れ合

い】 の 9 の カ テ ゴ リ
ー

に 分類 で きた .

本研究より ,
｢ 臨死患者の こ とば｣ に は, 重要なメ ッ セ ー ジ や要望が内包され て い る こ とが明

らかに な っ た . 看護支援として , 看護師は ｢ 臨死患者の こ とば｣ の 重要性を深く認識し, 家族 へ

も患者 の ｢ こ と ば｣ に 傾注する よ う に指導す る必要が ある .
そ して

, 看護師と家族が患者 の

｢ こ とば｣ を共有し, ｢ こ とば｣ に具体的な要望が含ま れて い る場合は , 両者が協力して 患者の 要

望を で き る限り満たす こ とが重要で ある .
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臨死患者の こ とば, メ ッ セ
ー ジ の重要性, 意味の 分析,

カ テ ゴリ ー

, 支援

序

1 980 年代より 日本国内で は終末期医療が注目さ

れ始め
1 )

, 現在, 終末期の 看護に つ い て も様々 な

研究がされて おり ,
こ の 種 の 研究会も

一 層広がり

を見せて い る. 今わが国で は ｢ 終末期医療ブ
ー ム｣

と言える は ど, こ の 問題 へ の 関心 は高い . しかし,

終末期の ,
こ と に臨死患者の ｢ こ とば｣ に焦点を

当て た研究は こ れま で わが国に は はとん ど存在せ

ず , 臨死患者の ｢ こ とば｣ が 医療ス タ ッ フ か ら注

目さ れてき たと は言い 難い .

稀少な臨死患者の ｢ こ とば｣ の 研究の
一

つ に,

キ ャ ラ ナ ン ( M . C all a n a n) と ケ リ ー ( P . K e ll e y)
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の 研究が あ る. 看護師で あ る彼女等 は200 人以上

の 臨死患者の こ とば を分析した
2 )

. そ の 結果, 周

り の 人に 自分 の 死が 近 い こ と を知らせ た り , ｢ 会

い た い 人がい る｣ とやり残した こと を訴え る等 ,

臨死患者の こ とばに は ,
重要な意味が込 められて

い る こ とが明らかに な っ た. こ の よ うに
, 数少な

い 研究で は , 臨死患者の ｢ こ とば｣ の 分析が行わ

れ
, 彼 ( 女) 等 の こ とばがも つ 意味とそ の 重要性

に つ い て あ る程度明らか に されて い る . そ の 他に

は臨死患者の こ とばを詳細に分析した研究は見当

た らな い
.

死を目前に した臨死患者の 思 い は , 我々 の 想像
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を越える もの が あると思われるが, そ の 患者 の思

い を知る重要な手がかりは , 患者 の ｢ こ とば｣ で

あると考え る . 看護師等が臨死患者 の放 っ こ とば

に注意深く聴き入 り, そ の こ とば の意味を理解で

き たなら
, 患者は安堵しながら死に 向か っ て い く

こ とが で きるの で はない だろうか.
こ う い う意味

で
, 終末期医療の 中で ,

これま で見 の がされがち

で あ っ た こ の 問題 に 焦点を当 て て い く こ とは , 今

後の 臨死患者 へ の 援助や ケ ア をよ り充実させて い

くた め に も必要不可欠な事柄で あ ると思われ る.

そ こ で 本論文で は, こ の 問題に焦点を当て て論

を展開して み る こ と に した.
タ ー ミ ナ ル期の 中で

ち
,
1 ヵ月以内に死が迫 っ て い る臨死患者を対象

と して , 看護師と家族の 両者 へ の イ ン タ ビ ュ
- か

ら ｢ 臨死患者の こ と ば｣ を拾い 集め ,
そ の こ とば

の 内容を分析し, さ らに今後の 終末期医療 へ の 提

言を試み たい .

用語 の定義

本論文にお い て 用い る鍵と なる用語をあらか じ

め定義 して おきた い .

臨死患者 : 末期患者と は 一 般的に生命予後が おお

よ そ 6 ヶ月以内の 患者を指す ことが多い が, 本論

文で は , 臨死患者と末期患者を区別し, 臨死患者

とは生命予後が 1 ヶ月以内の , 死がごく間近に迫 っ

た患者を意味す る こ と ばとした.

ま た, 本稿に お い て は , ｢ 家族｣ と ｢ 遺族｣ を

使い 分けた . 患者の 存命中の 出来事の 関連の 中で

は ｢ 家族｣ を用い , 死別後に関連した事柄の 中で

は ｢ 遺族｣ を用い た.

研究方法

1
. 研究対象

1 ) 看護師の 臨床経験年数が 3 年以上の , 臨死患

者を看護 した経験の ある者で , 富山県内の 2 ヶ 所

の 総合病院に勤務する看護師 7 名 ( 表 1 ) .

2 ) 3 年以 内に身内を亡く した遺族で ,
ごく親し

い関係に あ っ た人 ( 配偶者, 子供等) 6 名 ( 表 2 ) .

2
. 調査期間

200 2 年 8 月 5 日か ら1 0月 3 日まで
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表 1 対象者 ( 看護師) の 概要 ( ∩ - 7 )
_____

二二二 = ~~~
項 目 内 容 人数 (名)

性 別 女性 7

年 齢 3 0 代 2

4 0 代 4

5 0 代 1

平均 4 2 . 3 歳

経験年数 1 5 年以上 2 0 年未満

2 0 年以上 2 5 年未満

2 5 年以上

2

2

3

表 2 対象者 (遺族) の概要 ( ∩ - 6 )
項 目 内 容 人数 (名)

性 別 男性 2

女性 4

年 齢 3 0 代 1

4 0 代 0

5 0 代 2

6 0 代 2

7 0 代 1

平均 5 6 .
5 歳

患者と の関係 配偶者 4

子供 2

死別か ら の経過年数 1 年未満

1 年以上2 年未満

2 年以上3 年未満

ー

2

3

3 . 調査方法

次に示す質問項目に基づ い て
, 半構成的面接法

に よ り調査を行 っ たが , 対象者に は それ以外に も

自由に語 っ て もらうこ と に した.

看護師と遺族 へ の 質問内容 は ,
主 と して

,
｢ 臨

死患者の ことばで 印象的なもの , もしく は重要だ

と思 っ た ことば に つ い て｣ , ｢ そ の こ とばを発した

時の 患者の 様子や患者の 病状｣ , ｢ 患者の 性別, 年

齢, 病名告知の 有無等の 基本情報｣ , ｢ そ の こ とば

を聞い た時, あなたは どの よ うに感じ, ど の よ う

に対応 したか｣ 等々 で あ っ た
.

4
. 分析方法

分析は, n a r r ati v e r e s e a r c h の 一

分折方法で あ

る ｢内容の カテ ゴリカ ル分析｣ ( c a t e g o ri c al c o n t e n t

a n aly si s) に基づ い て 行 っ た. なお分析に 際して

は , A . Li e bli c h ら の 方法
3 )
を参照 した.

分析の 手順

1 ) 録音テ ー プ を基 に逐語記録を作成し, そ れを

何度も読み返 した .
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2 ) 逐語記録から, 臨死患者の ことばを含む語句 表3

を抽出し, コ ー ド化した.

3 ) 各 コ ー ド を比較検討し, 類似した コ ー ドを分

類して抽象化 し, カ テ ゴリ ー を抽出した .

4 ) 抽出したカ テ ゴリ ー か ら, カ テ ゴ リ
ー が内包

す る意味を考察して理論化した.

5 ) 信頼性を得るために, 全課程にお い て 質的研

究者 の ス ー パ ー ビ ジ ョ ン を受けた.

5
. 倫理 的配慮

対象者 - の 研究協力の 依頼に際して は , 研究目

的を記載した用紙を渡し, 口頭で も説明を行 っ た.

そ の 際, 研究に協力で きなくて も, 何 の 不利益も

生じない ことを十分に説明し, 同意 の 得られた場

合の み調査を実施した.

さ らに
,
テ ー プ の 録音に つ い て は , 対象者 の承

諾を得て から行 っ た . 対象者に はイ ン タ ビ ュ ー か

ら得られたデ ー タは本研究の み に使用し, 個人が

特定で きな い 形 で公表す る場合の ある こ とも説明

し
, 了解を得た.

結 果

イ ン タ ビ ュ ー

の 結果か ら, 臨死患者の ｢ ことば｣

に焦点を当て て整理 した結果を以下に述べ たい .

本稿で は紙数 の 制限か ら, ｢ こ とば｣ を聞い た後

の 看護師と家族の 対応 の 部分は 一 部割愛した .

1
. 看護師が 聞い た ｢ 臨死患者の ことば｣

看護師 へ の イ ン タ ビ ュ ー か ら, 臨死患者が放 っ

た こ とばで
, 特に彼女達が印象に残 っ て い ると し

たこ とばを抽出したと こ ろ, そ の 内容は , 【間近

に迫 っ た死の 意識】 【あきらめ】 【人生の 振り返

り】 【家族関係 へ の 後悔】 【家族を遺す不安】

【感謝】 【心身 の 苦痛】 【死の 迎え方の 希望】

【死後の世界】 【墓参り へ の希望】 【神 へ の祈り】

の1 1 の カ テ ゴリ ー に分類で きた ( 表 3 ) . 以下,

【】 内は カ テ ゴリ ー を表す . 患者の こ とばで ,
カ

テ ゴリ ー に関連す る こ とばは, 太文字で ｢｣ 内に

示す こ と にする . なお
, ( ) 内は意味を明確に す

る ため に
, 研究者の 方で補 っ た こ とばで ある .

以下, そ れぞれの カ テ ゴリ ー に含まれ る患者の

主 なこ とば の 内容を ( 表4 ) , 患者の 背景や状況

と共に簡略に紹介した い . ( なお, 患者の 背景に

看護師と家族が聞いた｢臨死患者の ことぽ｣ の内容に関するカテゴリ
I

看護師 家 族

カテゴリ ー カテ ゴリ ー

間近に迫 っ た死 の意識

あき らめ

人生の振り返り

家族関係 へ の後悔

家族を遺す不安

感謝

心身の苦痛

死の迎え方の希望

死後の 世界

墓参り へ の希望

神 へ の祈り

家族を遺す不安

配偶者 へ の 愛

感謝

家族 へ の 励ま し

心身の 苦痛

あきらめ

怒り

死後の 世界

自然との 触れ合い

つ い て は
,
イ ン
.
タ ビ ュ ー 対象者の 記憶が薄れて い

る部分もあり , 必ず しも必要な情報が全て 聴取で

きて い るわ けで はな い)

1 ) 【間近に 迫 っ た死 の意識】

患者達は , 自分 の死が近い こと を感じ, 看蔑師

に そ の 思 い を伝えて い た.

あ る悪性リ ン パ 腫 の男性は , 以前は治療に対 し

て積極的な姿勢を見せ る患者で あ っ たが
, 病状が

悪化して か らは ,
｢ 頑張 る｣ とは言わなく な っ た.

死 の 数時間前, 患者 は看護師に 向か っ て
, ｢ もう

俺, 死んで しまうんか｣ と言 っ た
.

ま た
, 勝批癌 の79 歳 の 男性は , 骨転移に よ る捧

痛が強く退 院は延期とな り, あ る 日看護師に,

｢ もう家 には帰れ んが じゃ ないか のう .
これ で終

わ りじゃ ない かの う｣ と 一 言 っ ぶや い た .

会社を経営して い た肝癌の57 歳 の 男性 は , 仕事

の 引継 ぎを終え ,
｢ 完全燃焼した｣ と看護師に話

して い た こ と もあ っ た. 死 の 数日前, ｢ もう自分

は月単位で はなくて, 日単位
､
なんだな｣ とさみ し

そ うに看護師に つ ぶ やい たとい う.

あ る甲状腺癌の5 1 歳 の 女性は キ リス ト教徒で あ

り, 以前か ら, ｢死ぬ こ と自体は恐くな い｣ と話

して い た. 軽 い 呼吸困難が みられ る ように な っ た

あ る日
, 看護師に対 して ,

｢ だけど私, 最期はど

うなるの｣ と, 死ま で 0) 過程で どれだ け苦しい 思

い をす る の かと疑問を投げか けた . 看護師は鎮痛

剤や鎮静剤を使用 すれば, 苦しみを和らげ る こ と

がで き ると患者 に説明した.

ー 4 3 -
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表 4 各カ テ ゴ リ ー に含まれ る看護師が聞 いた臨死患者の 主なこ とば

カ テ ゴ リ
ー 臨 死 患 の こ と ば

間近に迫 っ た死 の意識 F宝譜こ詣荒土嘉詑訊かの う ‥
こ れ で終わり ｡ や ない か の う｣

｢ もう自分は月単位で はなくて , 日単位なんだな｣

｢ だけど私, 最期はどうなるの｣

あきらめ F諾
'

,

i

書芸完T t
:
d

･! もう これで俺あかんわ｣
人生の振り返り ｢娘を産んでおいて よか っ たわ｣

｢ お袋を 二人も っ て, 俺 は幸せ者だ っ た んだ｣

｢ 昔, 山の学校で教師を して い たん で す｣

家族関係 へ の後悔 F苦芸裏芸宍
L

=

t
･

t

=

L写喜差b
-

C

: 6
i

7
E

姦悪払護なんて して もらえな い
わか っ て い るんだ けども (和解した い)｣

｢ 娘 に は申し訳ない こ とをした｣

家族を遺す不安 ｢ お父さんも娘も心配｣
｢ 誰か い い 人 ( 息子 の再婚相手) い な い か な｣

｢ 娘達はち ゃ んとや っ て い ける の だろうか｣

感謝
｢ 病 い して しみ じみ感 じる家族愛｣
｢ い ろ い ろお世話にな っ てありが とう｣
｢ ありが とうね . 長 い間世話にな っ たね｣

心身 の苦痛
｢ こ んなに痛い の なら, 他 の世界に行きたい｣
｢ 生きて い ても苦 しい だけなら, 早く死 なせ てくれ｣
｢ 死 にたくない , こ の痛みをと っ て ほ しい｣

死 の 迎え方の 希望 F警莞誓烹姦苦誌た去:
L

6

1

,

b ､

孟
･

6警手這モ
'

LL
L い｣

死後の世界 ｢ 死 んだら 一

体 ど こ へ行くんだろう｣

墓参り へ の希望 Fg
5t
a,

iA

i

a'

g LJ5 :%
LJ

i
=

,=qP]
t んならん｣

神 へ の祈り ｢静かにそこ に い けるように, み んなで祈 っ てほし い . 看護婦さん にも祈 っ てほ しい｣

2 ) 【あ きらめ】

こ の カ テ ゴ リ
ー

に は , 以下の 患者の こ とばが含

まれて い た.

白血病の72 歳 の 男性 は , 以前 は治療に対 して積

極的な姿勢を看護師に見せ て い たが , 死 の 1 週間

前から, ｢ 今度はもう だめだ｣ と看護師に何度も

言うよ うに な っ た.

ま た , あ る男性 は , 死 の 数日前に , ｢ 頑張 っ て

きたけど, もうこれで俺あかんわ｣ と言 っ た. 香

護師は ｢ あかん かね｣ と患者の こ とばをそ の まま

繰り返 すと , ｢ う ん , もうだ い ぶ ん辛く な っ て き

たもん｣ と患者は答え た .

3 ) 【人生の 振り返 り】

死が間近に迫 っ て い る患者達は, 人生を振り返

り, 自分の 人生を肯定的に捉えよ うと して い た.

胃癌の70 歳 の 女性は, 3 人 の娘達が毎日見舞い

に来て くれ る こ と に感謝 し, 死 の 1 週間前に は,

｢ 娘を産んで お いてよか っ たわ｣ と言 い , か つ て ,

跡取息子を産め なか っ た こ とを姑に責め られ, 悩

ん だ こ とを看護師に話した.

ま た , 下咽頭癌の 40 代 の 男性は , 産 み の 母と育

て の 母の 2 人 の 母親をもち, 複雑な家族関係に悩

ん だ こ とがあ っ た
.
しかし

, 死 の 1 週間前に は ,

｢ お袋を 二 人 も っ て , 俺は幸せ者だ っ たん だ｣ と

言い , 自分の 生 い 立 ちと母親達 へ の 思 い を看護師

に語 っ た
.

膜耽癌の 59 歳 の 男性は , 捧痛の た め に終日 ベ ッ

ド上で の 生活を強い られて い た.
ある日患者は,

看護師と 山の 雪 を見て い た 時,
｢ 昔 , 山の学校で

教師を して い たんです｣ と教員をして い た頃の 話

を延々 と した.

4 ) 【家族関係へ の後悔】

患者達は看護師に家族に対す る後悔の 気持ちを

語 っ て い た
. 看護師は皆, 時間をか けて患者の 話

を聞き, 家族関係の 修復に 向けて家族に働きか け

て い た.

肺癌の6 2 歳 の 男性は妻との 関係が悪く, 死 の 数

日前に な っ て ,
｢ 妻に 会いた い . こ の ままで は死
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ねな い｣ と ,
どう して も妻に謝りたい と看護師に

言 っ た .
そ こ で看護師は妻に来院する よう に説得

し, 最終的に は夫婦はお互 い に謝る ことができ た.

子宮癌の80 歳 の 女性は , ｢ 自分が 悪 い こ として

きたから, 娘か ら介護なんて してもらえない . わ

か っ て い るん だけ ども ( 和解 した い)｣ と看護師

に言い , 昔を振り返 り, 自分の勝手で娘 の面倒を

みて こ なか っ た ことを後悔して い た. 看護師は娘

に連絡を取 っ た結果, 娘は最初は拒否して い た が
,

頻繁に面会に訪れ るよ うに な っ た.

乳癌の 50 歳 の 女性 は, 離婚をき っ か けに娘と は

疎遠と な っ て い たが, 患者が入院してか らは
, 娘

は患者の 付き添い をす るよ うに な っ た . しか し今

ま で の わだかまりがあり, 娘は患者と 口をき こ う

とせ ず, 患者 はそ の 娘の 態度に心 を痛め て い た.

死 の 2 週 間前に , 患者は 看護師に , ｢ 娘に は申 し

訳 ない ことをした｣ と打ち明けた. そ こ で 看護師

は
, 患者の 気持ちを娘に伝え る等, 親子関係に介

入 した結果 , 患者 と娘 は素直 に 会話が で き る よ う

に な っ た
.∫

5 ) 【家族を遺す不安】

患者達は家族を遺して 死ぬ 不安を, 看護師に訴

えて い た
.

子宮癌の8 2 歳 の 女性に は娘が 5 人い た が, 精神

疾患をも っ て い たり, 離婚した ばかりで あ っ たり,

全て の 娘が それぞれ問題をも っ て い た. 夫は痴呆

症で施設に入所して い た . 患者は死の 数週間前か

ら
, ｢ お父 さんも娘 も心配｣ と看護師に 家族 に関

す る心配な気持ちを何度も打ち明けて い た . 看護

師は娘達に患者 の思 い を伝え, そ の 後娘達は ,
心

配しな い よう にと患者に声を掛けたと い う.

口腔癌の60 歳 の 女性の ケ ー

ス で は
,
患者の 息子

は離婚 して おり, 息子の 子供の 世話は患者がみ て

い たため
, 死 の 1 ヶ 月前 , ｢ 誰かい い人 ( 怠子の

再婚相手) い なしサ な｣ と息子の 生活に つ い て の

不安を看護師に話した. 看護師は患者の 話をよ く

聞い た.

胃癌の 70 代 の 女性は , 死 の 1 週間前に , ｢ 娘達

はち ゃ んとや っ て い けるの だろうか｣ と娘達 へ の

思 い を切々 と看護師に語 っ た. 看護師は患者の 話

をよく聞い た .
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6 ) 【感謝】

こ れらの こ とばに は
, 家族と看護師に対する患

者の 感謝の 気持ちが込 め られて い た.

あ る男性患者は, 病気にな っ て 家族の ありが た

さ がわか っ たと看護師に話し, ｢ 病い して しみ じ

み感じる家族愛｣ と俳句を っ く り, 看護師に聞か

せ た.

子宮癌の82 歳 の女性 は, 死 の 数時間前, 受け持

ち看護師の 帰宅の 前に , ｢ い ろい ろお世話 に な っ

てあ りがとう｣ と感謝の 気持ちを述べ た.

ま た
, 以前は看護師に怒りをぶ っ けて ばかりい

た 男性患者が, 死 の 数日前 に は看護師に
,
｢ あ り

がとうね. 長い間世話 にな っ たね｣ と言 っ た .

7 ) 【心身の苦痛】

これらの ことばに は, 専門職として の看護師に ,

苦痛をと っ て は し い と い う患者 の切実な思い が込

め られて い た
.

食道癌の 51 歳 の 男性は, 骨転移の た め, 強 い 捧

痛 に長期間 に わ た り苦 し ん で い た . 死 の 数週間前 ,

患者は 看護師に , ｢ こんな に痛い の な ら, 他の世

界に行きた い｣ と訴えた. 看護師は医師に報告 し

鏡痛剤を増量 したが, そ の 効果ははとん どなか っ

た
.

ま た, 80 歳 の 男性に は強い 呼吸苦があり, 死 の

数日前に , ｢ 生きて い ても苦しい だけな ら, 早く

死なせてくれ｣ と看護師に訴えた . 看護師は鎮静

剤の使用に つ い て患者に確認 して み た. 患者は死

の 瞬間ま で意識を保っ こ とを望み , 鎮静剤の 投与

を拒否 した.

子宮癌の82 歳 の 女性は, 以前は ｢寿命だから死

ぬ の は仕方が ない｣ と看護師に話 して い た. しか

し痔痛が徐々 に増強し, 死 の 1 週 間前に看護師に

対 して , ｢ 死 に たくな い , こ の 痛み をと っ て ほ し

い｣ と訴え た. 看護師は患者の 訴えをよく聞い た

後, 捧痛を医師に報告 し鎮痛剤を増量 した .

8 ) 【死の 迎え方の希望】

死の 迎え方に つ い て 口 にする患者もい た .

肺癌の60歳 の女性は, 自分の 父親が苦 しん で死

ん だと い う強烈 な印象を も っ て い た . そ こ で
,

｢ 意識がなくな っ て もい いか ら, 眠 らせて ほしい｣

と言い , 眠りながら死を迎えた い と何度も看護師

に頼ん だ. 看護師は鎮痛剤や鎮静剤を使えば苦し
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みを緩和で きる こ とを患者に伝えた.

肺癌の62 歳 の男性 は, 死 の数日前に , 妻に謝り

和解した後に ,
｢ これで心残り はな いか ら,

.

眠 ら

せて ほしい｣ と鎮静剤の使用を看護師に頼ん だ.

そ の こ とばを聞い た看護師は , 医師に連絡をとり

患者に鎮静剤の投与を行 っ たと い う ( イ ン タ ビ ュ
ー

で は鎮静剤の 薬物名や投与量は明らか に はされな

か っ た) .

9 ) 【死後の 世界】

死後の 世界に つ い て 話す患者もい た .

胃癌の60 代 の 男性は , 病気に な っ て か ら仏教 の

本 をよ く読ん で い た.
あ る日患者は 看護師に ,

｢ 死ん だら
一 体どこ へ行くんだ ろう｣ と つ ぶ や い

た.

1 0) 【墓参り へ の希望】

2 人の 患者は死を間近に して , 看護師に墓参り

に行きた い と訴えて い た.

胃癌の80 代 の 男性 は , 死 の 数日前 に な っ て
,

｢ ( 先祖の) ＼ 墓参りに行か んな らん｣ と墓参りを

強く希望した . 看護師は墓参り の準備を した が,

患者が急変し死亡 したため実現しなか っ た
.

肝癌の80 歳 の 男性は, 妻を亡く した直後に入院

し
, 妻 の こ とを思 い 出して は涙を流して い た . 体

調が悪い に も関わ らず落ち着か ない 様子で , ｢ 妻

の墓参りに行きたい｣ と何度も看護師にせがんだ .

看護師は家族と調整を行い , 墓参りが実現した.

ll) 【神 へ の祈り】

病室で ミサ を希望する患者もみられた.

肺癌の51 歳 の 女性 はキ リス ト教徒で , 死ぬ こと

自体は恐れ ない が, 死を迎え るまで の過程に対し

て不安をも っ て い ると看護師に話 して い た. そ し

て , ｢ 静か にそ こ にい けるように, みんなで祈 っ

て ほしい . 看護賭さん に も祈っ て ほしい｣ と最期

に はミ サ を立て て は しい と希望した.
そ こ で , 香

護師は患者の希望を夫に伝え, 夫は神父を呼び,

病室で ミ サ を行 っ た.

3
. 家族が 聞い た ｢ 臨死患者のこ とば｣

遺族 へ の イ ンタ ビ ュ
ー

から, 遺族が患者の こと

ばで , 印象に残 っ て い ると した こ と.
ばを抽出した

と こ ろ
,
そ の 内容は, 【家族を遺す不安】 【配偶

者 へ の 愛】 【感謝】 【家族 へ の 励ま し】 【心身の

苦痛】 【あき らめ】 【怒り】 【死後の世界】 【自

然との 触れ合い】 の 9 の カ テ ゴリ
ー に分類で きた

( 表 3 ) .

看護師が聞い た臨死患者の こ と ばと同様に ,
そ

れぞれの カ テ ゴリ
ー に含まれ る患者の 主 なこ とば

( 表 5 ) を , 患者 の 状況や背景と共 に 紹介す る

( こ の 場合も家族の 記憶 の 問題から , 必ず しも必

要な情報が全て聴取で きて い るわけで はない) .

表 5 各カ テ ゴリ - に含まれ る家族が聞いた臨死患者の 主な ことば

カ テ ゴリ
ー 臨 死 患 者 の こ と ば

家族を遺す不安 ｢私が死 んだら (夫が)
一 人 になるんで ,

それが心配で , 死 ぬ にも死にきれな い｣

｢( 息子連が) ち ゃ んとうまくや っ て い けるかな｣

｢ こ の子 (娘) , 兄 弟お らんか ら, あんたさん兄 弟にな っ てくだはれ｣

配偶者 へ の 愛 F誌差
tf

;?=p警芦品
T

a,i 竺笑詣
'

,

=

雲量皇E
p

J

^ れ て もらえば い い . 後は何もい らな い｣

感謝 F霊宝夏至至諾要子芸詣窒;f
･ ありが とう｣

家族 へ の励ま し ｢ あんた , 俺が い なくな っ ても大丈夫だわ｣

｢ y 子 (娘) は, 離婚してもい い じゃ ないか . お 前 (妻) と
一

緒 に 二人で暮らせば い い よ｣

｢ 死んでも (あなたを) 見て いるから, 大丈夫｣

心身の苦痛 ｢ ベ ッ ドを上げて｣ , ｢ ベ ッ ドを下げて｣

｢ 私の 体がだんだんだんだん壊れていく｣

｢ 泊ま っ て ,
泊ま っ て｣

｢ 寝か して え｣ , ｢ 起 こ して え｣ , ｢ 横に なりた い｣

あきらめ F慧表芸完姦㌫主うて ものう, お らにも限界があるわ｣
怒

ノ

り ｢ 俺は こう いう病気にな っ た の に, お前は し ゃ あし ゃ あと して いる｣

死後 の世界 , ｢ お ら悪人やか ら, 地獄 に行かんな らんわ｣

自然と の 触れ合い ｢ 今日 の朝日きれ いだ っ たね｣ , ｢ 夕 日きれ いだ っ た ね｣ , ｢ 月きれ い だ っ た ね｣

- 4 6 -
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1 ) 【家族を遺す不安】

患者は家族を遺す不安な気持ちを, 患者が心配

して い る当人に は直接伝えずに , 他 の 人に伝えて

い た.

子宮癌と卵巣癌の6 7 歳 の 女性は , 夫と 2 人暮ら

しで あ っ たため
,
｢ 私が死 んだ ら ( 夫が)

一

人 に

なるんで , それが心配で ,
死ぬに も死 にきれな い｣

と息子 の妻に話した.

大腸癌の49 歳 の 女性に は20 代 の 2 人 の 息子がお

り ,
そ れぞれが結婚をし, 新しい 生活を始め たば

か りで あ っ た . 患者は ｢( 息子達が) ち ゃ んとう

まくや っ て い けるかな｣ と夫に言い , 息子達の 将

来を心配 して い た .

胆嚢癌の80 歳 の女性 は, 病弱なひ とり娘を遺し

て 死ぬ こと を｣L ､配し, 娘 の 友人に , ｢ こ の子 (娘) ,

兄弟お らんか ら, あんたさん兄弟に な っ てくだ は

れ｣ と言 っ た .

2 ) 【配偶者へ の 愛】

2 人 の 患者は 日頃か ら率 直に 感情を伝 え合 う夫

婦で はなか っ たが , 死を間近に して , 配偶者 へ 愛

の こ とばを送 っ て い た
.

大腸癌の 6 0 歳 の 男性は , 脳転移 の た め普段は話

す こ とが少なか っ たが, 死 の 1 週 間前に ,
力を振

り絞 っ て , ｢ モ ナ リザ の微笑っ てあ んたの ため に

あるんだ｣ と言 っ た . 妻 は菖 び, ｢ もう
一 度言 っ

て｣ と ユ
ー モ ア を交えながら答えると, 患者は笑 っ

た と い う.

子宮癌で卵巣癌の6 7 歳 の 女性 は, 死 の 1 ヶ 月前

に 夫に対して , ｢ 私が死 んだ ら, 棺の 中に 二 人 で

撮 っ た写真を入れてもらえば い い . 後は何もい ら

ない｣ と穏やかに言 っ た. 死 の 近い こ とを直接告

げるそ の こ とばに
,
夫は困惑して 沈黙した.

3 ) 【感謝】

患者達 は家族に感謝の こと ばも告げて い た.

胃癌の65 歳 の男性の 妻は ,
患者の わがままに苦

労して きた が ,
患者は死 の 数日前に ,

｢ わが まま

な 一 生送 らせて もら っ て , あ りがとう｣ と初め て

妻に感謝の 気持ちを伝え た . 妻は そ の こ とば に感

動し, 今まで の 苦労が報われたと感じた.

大腸癌 の49 歳 の 女性が息子に宛て た手紙の 中に

は
,
｢ 出会えて よか っ た , あ りが とう｣ と息子が

生まれて きて くれた こ とに対す る患者の 思 い が綴

られ て い た. 患者の死後に息子は こ の手紙を読み ,

生き る力にな ると感 じた .

4 ) 【家族へ の 励ま し】

死を間近に感じた患者達 は, 愛する家族に励ま

しの こと ばを送る場合もあ っ た
.

大腸癌の60 歳 の 男性とそ の妻 は ,
か ね て から娘

の 離婚問題 に頑を悩ませ て い たが, 死 の 2 日前に

は , 患者は妻に対 して , ｢ Y 子 ( 娘) は, 離婚 し

てもい い じゃ ないか . お前 ( 妻) と 一 緒に 二 人で

暮らせばい い よ｣ と ア ド バ イ ス をした.
ま た死の

前日 に は , 同じ患者は妻 に , ｢ あんた , 俺がい な

くな っ て も大丈夫だわ｣ と言 っ た
. 妻 は笑顔で こ

れを聞い て い た と い う.

大腸癌の 49 歳 の 女性は息子に手紙を残し, そ の

中に は, ｢ 死 んで も ( あなた を) 見て い るから ,

大丈夫｣ と書かれて あ っ た. 今 で も息子にと っ て

こ の手紙 は, 生 き て い く勇気とな っ て い る
.

5 ) 【心身の苦痛】

患者達 は身をよ じ る激 し い 痛み や不安 を, 様 々

な こ とばで 家族 に訴えて い た.

子宮と卵巣癌 の6 7 歳 の女性は , 捧痛や倦怠感な

どの 苦痛が強く , 身 の 置き所の なさ を訴え ,
死 の

2 週間前か らは , ｢ ベ ッ ドを上 げて｣ , ｢ ベ ッ ドを

下げて｣ と夫に訴え続 けた. 夫は患者の 要求通 り

に べ ッ ド の 背もた れを調節 した. また
, 同じ患者

は死の 10 日前に は ,
｢ 私の体が だん だんだんだん

壊れて いく｣ と夫に訴えた. 夫は慰め の こ とばを

言 っ て も意味がな い と思 い ,
沈黙 した .

腎腫疾で 勝眺癌 の53 歳 の 男性は, 死 の 1 ヶ月前

に捧痛と倦怠感に苦 しん で い たが, 心細さ もあ っ

て , ｢ 泊ま っ て , 泊ま っ て｣ と妻に病院に泊ま っ

て は し い とせがん だ. 妻 はそ の 日から病院に泊ま

り込ん だ . ま た , 死 の 1 週 間程前から, 痛み や倦

怠感 の キめ に体 の やり場が なく , 患者 は妻に ,

｢ 寝か して え｣ , ｢ 起 こ して え｣ , ｢ 横になりた い｣

とひ っ きりなしに訴え た. 妻 は患者の 側にず っ と

付き添い , 体 の 向き を変えた .

6 ) 【あ きらめ】

死が近い こ とを感じて い る患者達は , 家族に対

して ｢ あきらめ｣ と い う形で 死を受容して ほ しい

と訴えて もい た.

大腸癌 の49 歳 の 女性に は捧痛が あ っ たが
,
息子
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に は苦痛を訴え た こ とが なか っ た.
しか し, 死 の

2 週間前 に , 息子に対 して 静か に , ｢ 私, 死 にた

い｣ と言 っ た.
こ れ は 一

目 で も長く生きて は しい

願う息子に , 患者なりに あきらめ て は しい とい う

意味を伝えた もの だ っ たが, 彼は患者の こ とばに

シ ョ ッ ク を受け, ｢ も っ と生き て い て は し い｣ と

患者に言い , こ の ことば を受容することが で きな

か っ た
.

胃癌の8 7歳 の 男性は, 病名告知を受けて い なか っ

た が
,
患者自身は死が 近 い こ と を感 じ, 死 の 1 週

間前に娘に対 して , ｢ 頑張れ頑張れ言うて もの う,

おらにも限界があるわ｣ と言 っ た.
しか しこ の ケ ー

ス も
, 娘は患者の ことばに困惑し, 何も言えなか っ

た と い う.

7 ) 【怒り】

患者達は どこ に も は け口 の な い 怒りを配偶者に

ぶ つ け る場合もあ る.

大腸癌の60 歳 の 男性 は死の 1 ヶ月前 , 妻に対し

て
,
｢ 俺はこういう病気にな っ たの に ,

お前はしゃ

あし ゃ あと して い る｣ と言 っ た
. 妻 は懸命に 患者

の 看病をして い た た め ,
こ の こ とば に は怒りを感

じたが, 何も言わずに我慢 した.

8 ) 【死後の世界】

死後の 世界に つ い て 口 にす る人も い た .

胃癌の 8 7 歳 の 男性は , 死 の 2 週 間前, 娘に対し

て , ｢ お ら悪 人や から , 地獄 に行か んな らんわ｣

と言 っ た. 娘は ｢ え -

,
そ ん な こ とな い よ｣ と笑

い
,
そ の こ とば の意味を特 に尋ねなか っ た .

9 ) 【自然との触れ合い】

自然 の美 しさを語 る人も い た .

大腸癌の 60 歳 の 男性は , 癌を告知さ れて か ら

｢ 野鳥の 会｣ に入会 し, 自然 に親 しむよ うに な っ

た. そ の こ ろか ら空を見上げる よ うに なり ,
｢ 今

日の朝日きれいだ っ たね｣ , ｢ 夕日きれいだ っ たね｣ ,

｢ 月 きれい だ っ たね｣ と妻と空 の話を よく した .

考 察

以上 の結果から, 主 として ｢ 臨死患者の こ とば｣

の み に焦点を当て て 考察を展開する .

1 . 看護師が 聞い た ｢ 臨死患者の ことば｣ の 特徴
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看護師が聞い た ｢ 臨死患者の こ とば｣ を分析し

たと こ ろ, 本研究の 範囲内で ,

一 定 の 特徴が ある

こ とがわか っ た
.

1 ) 患者は死が間近に迫 っ て い る ことを表すこ と

ばをよく看護師に発して い る.

イ ン タ ビ ュ ー 結果を分析したとこ ろ, 【間近に

迫 っ た死の 意識】 , 【あきらめ】 , 【死の 迎え方

の 希望】 等か ら, 看護師が聞い た臨死患者の こと

ばに は , 死が間近で ある こ とを意識した患者が ,

そ の 気持ちをス ト レ ー

ト に表す こ とばが多く含ま

れ て い た.

【間近に迫 っ た死の 意識】 で は, 悪性リ ン パ 腫

の 男性 は, 看護師に, ｢ もう俺,
死んで しまうん

か｣ と問い か け, 5 7 歳 の 男性は ,
｢ もう自分 は月

単位で はなくて , 日単位なんだよな｣ と っ ぶ や い

た
. 【あき らめ】 で は, 7 2 歳 の 男性は , 死 の 1 週

間前に , 看護師に , ｢ 今度はもうだめだ｣ と言 っ

て い る . 【死の 迎え方の 希望】 で は, 呼吸苦 の 強

い ある男性は ,
一念願の 妻と の 和解を実現した死 の

数日前に , ｢ こ れで 心残りは な い から , 眠 らせ て

ほ しい｣ と, 鎮静剤の 投与を看護師に頼ん だ .

家族に も死を示唆する ことばを患者は送 っ て い

るが, 看護師は い わば看取りの専門家で あ るか ら,

患者は家族 より も率直に ,
死 - の 思 い を表現 して

い た の で は な い かと考え られ る .

2 ) 人生を振り返る こ-とばも放っ て いる.

ま た, 人生を振り返る こ とば も看護師達 は聞い

て い た
.
そ こ か ら, 死が間近に迫 っ て い る患者達

が
, 【人生 の振り返り】 を行い , 自分の 人生を肯

定的に捉えよ うとして い る姿を見る こ とができ た .

例えば ,
4 0 代 の 男性は , 昔 は複雑な家族関係に

悩ん で い たが, 死 の 1 週 間前 に は , ｢ お袋を二 人

も っ て , 俺は幸せ者だ っ たんだ｣ と看護師に言 っ

て
_
, 自分が幸せ だ っ た こ とを確認 して い た.

.
ま た ,

痔痛が強く ,
ベ
ッ ド上 で の 生活を余儀なくされ て

い た患者は, 教師を して い た 頃の 話を看護師に し

て , 自分の輝か しい 時代を思 い 出して い た.

こ れら の患者は40 , 50 代と若い年齢の患者で あ っ

た
. 人生 の 目的を十分に達成で きて い な い まま死

を迎 えな ければ ならない 若い 患者達が, そ の 限ら

れた人生 の 中に価値を見い 出して い く こ と_ は特に

重要で あり, そ うす る こ とに よ っ て
, 患者 は自分
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の人生を受容 し, 死 - 向かう準備を進め る こ とが

で き る の で は ない だろ うか . そ し て 時に , 患者達

が こ う した振り返りの こと ばを看護師に聞かせ る

の は, 患者の 死が近い こと を家族より看護師の方

が冷静に受 け止めて , 耳を傾けて もらえるか らで

あろう.

3 ) 直接家族に 関わ るこ とばを看護師に も聞かせ

て い る.

【家族を遺す不安】 , 【家族関係 へ の 後悔】 ,

【感謝】 の こ とばは, 患者の 家族 へ の 思 い を看護

師に伝える こ とばで あ っ た.

(彰【家族を遺す不安】 を表す ことば

82 歳 の 女性患者 は, ｢ お父 さんも娘も心配｣ と

痴呆症の 夫や, 精神疾患の ある娘を心配して , 何

度も看護師に打ち明け話をした . また , 6 0 歳 の 女

性 は , ｢ 誰かい い人 ( 息子の 再女昏相手) い ない か

な｣ と息子の 子供の 面倒をみ る人が い なくな る こ

とをJL ､配 し て い た .

こ れ らか ら, 臨死患者は自分の 身を案じ るだ け

で はなく
, 家族の 幸せ を念頭に置い て い る こ とが

わかる . こ うした ことばは家族に も語 っ て い るが,

看護師に 直接語る ことで 患者が家族 へ の不安を緩

和 したい とい う, 強 い 欲求を も っ て い る こ とがう

かがえる
.

② 【家族関係へ の 後悔】 を表すことば

中に は自分の 人生を振り返り , 家族関係に心残

りを見い だす患者もい た .
い ずれ の 患者も看護師

に, 家族関係の 修復 へ の 仲介を, こ の ことばに よ っ

て希望して い た. 本研究の 範囲内で は, こ うした

こ とばを向ける の は看護師に対 して の みだ っ た.

や は り こ の よ うな事柄は , 直接家族に は言い が た

い の だろ う.

60 代 の 男性は, ｢ 妻に会い たい . こ の ままで は

死ねない｣ と, こ じれた夫婦関係を後悔して い た.

ま た
,
80 歳 の 女性 は ,

｢ 自分が 悪 い こ とを して き

たから
, 娘か ら介護なんて して もらえない . わか っ

て い るんだ けども (和解したい)｣ と娘 へ の 後悔

の 気持ちを看護師に述 べ て い た .

キ ャ ラ ナ ン ら の 臨死患者の こ とばの 研究の 中で

ら
,
死 に ゆ く患者 の 和解 の 欲求が 報告さ れ て

い る
4 )

. 後悔を残さずに死を迎える こ と ば極め て

重要で あ るた め ,
イ ン タ ビ ュ ー し た看護師達が実
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践し て い たよ うに , 臨死患者に関わ る看護 師は ,

時に は家族関係の 修復 へ の 介入を行う必要もあ る

だろう.

③家族へ の 【感謝】 を表すこ とば

ある男性は , ｢ 病い して しみ じみ感じる家族愛｣

と, 看護師に 自作の 俳句を聞か せ , ｢ 家族の あり

が た さ を実感 した｣ と言 っ た
. もち ろん , 家族 へ

の 【感謝】 の こと ばは家族に も伝えて い る .
しか

し, 看護師に も伝える ことで , 【感謝】 の 念を自

分の 中で強化したい の で あろう.

4 ) 苦痛緩和を要求することばを向けて いる .

｢ こん なに痛いの な ら, 他の 世界に行きた い｣ ,

｢ 死 にたくない ,
こ の痛みをと っ てはしい｣ 等 の

【心身の 苦痛】 に関する こ とば は家族に も向けら

れて は い る .
こ れ ら の こ とば に は ,

い らだち の よ

うな精神的な苦痛の 要素も含まれて い ると思 われ

る が, こ こ で は, 専門家で あ る医師や看護師に ,

専門的な技術をも っ て 適切に薬物を使用 し, 捧痛

を緩和 して は し い と要求す る意味合 い も含 まれ て

い ると考え られ る .

5 ) 看護師にも 【感謝】 を表すことばを述 べ て い

る.

【感謝】 の 中に は , 家族だ けで はなく , 看護師

に対する 【感謝】 を表す こ とばがあ っ た.
82 歳 の

女性は, 看護師に ,
｢ い ろい ろお世話 に な っ て あ

りがとう｣ と述 べ ,
あ る男性は , ｢ ありが とうね .

長い間世話 に な っ たね｣ と言 っ た
.
こ れら の こ と

ばは い ずれも, 死が ごく 間近 に迫 っ た時の もの で

あり , 患者 の看護師に対す る 【感謝】 と別れ の こ

とばで あると考えられる.

6 ) 神仏や先祖 へ の思 い を語 っ て い る.

【死後 の世界】 , 【墓参り へ の 希望】 , 【神 -

の 祈り】 で は,
一

般的に健康な頃に はあまり考え

る こ と の な い
, 死後の 世界や, 先祖に つ いて 口 に

す る患者がみ られた.

60 代 の 男性 は ,
｢ 死んだ ら 一 体 どこ へ 行く んだ

ろう｣ と っ ぶ やき, 死後の 世界に つ い て 考えて い

た. ま た
,
80 代 の男性 2 人は , 死 の 1 週間程前に,

興奮した様子で墓参りを強く希望した .
キ リ ス ト

教徒の 女性は , ｢ 静か に そ こ に い けるように, み

んなで祈 っ て ほしい . 看護婦さん にも祈っ てほ し

い｣ と病室 で の ミ サ を希望した .
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患者 は こ う した こ と ばを語る こ とに よ っ て看護

師に は , 【墓参り へ の 希望】 や 【神 へ の 祈り】 等

の要求を直接ぶ つ け, 入院中と い う制限の 中で も,

そ の た め の 配慮を求め て い たよ うに思 われ る.

2 . 家族が聞い た ｢ 臨死患者の ことば｣ の特徴

次に , 家族が聞い た ｢ 臨死患者の ことば｣ を分

析 した と こ ろ , 看護 師が聞 い た ｢ こ とば｣ と同様

に
, 本研究の 範囲内で ,

一 定 の 特徴が ある こ とが

わか っ た
.

1 ) 家族を気遣う貴重なこ とばを患者は放 つ .

家族が聞い た ｢ こ とば｣ に は , 家族を気遣う貴

重な こ とばが多い こ とがわか っ た
. 患者 の家族に

対する様々 な思 い を, 家族は , 【家族を遺す不安】 ,

【家族 へ の励まし】 , 【配偶者 へ の愛】 , 【感謝】

の こ とばと して受け取 っ て い た.
こ れら の こ とば

は死別後も特別な記憶の 中で , 遺族を励ま し続 け

て い る
.

(彰 【家族を遺す不安】 を表す ことば

･【家族を遺す不安】 を表すこ とば は, 患者は最

も心配を して い る当事者に直接伝える こ とをせ ず ,

患者が信頼で き る当事者以外 の 家族や友人に心配

な気持ちを伝え , 自分に代わ っ て 力に な っ て は し

い と頼ん で い た .

例えば , 6 7 歳 の女性 は, ｢ 私が死んだ ら ( 夫が)

一

人 になるんで , それが心配で , 死ぬ にも死 にき

れない｣ と , 夫を遺して 死ぬ 不安を息子の 妻に伝

えて い た . 80 歳 の女性は, ｢ こ の 子 ( 娘) , 兄弟お

らんか ら, あんたさん兄弟にな っ てくだはれ｣ と,

娘を遺す不安を娘 の 友人に伝えて い た.

患者 は家族を動揺させ ない よ うにと気遣い , 心

配な気持ちを直接家族に は伝えず , 他 の 人に話す

こ とで , い く らか不安を緩和しよ うと して い たと

考え られ る .

② 【家族へ の 励ま し】 の こと ば

一 方, 【家族 へ の 励ま し】 の こと ばと して, 60

歳 の 男性 は妻に , ｢ あ んた, 俺が いなく て も大丈

夫だわ｣ 等の こと ばを残して い た.
こ の ケ ー ス で

は , 患者も妻も病名や病状を詳細に理解して い た.

患者は妻が自分の 死を受容して い る ことを認識で

き たため
, 妻に , 自分の 死を前提と した ｢励ま し

の こと ば｣ を送 る こ とがで きたと考え られ る.

③愛や感謝の こ とば

ま た
, 死を間近に した患者は, 配偶者や子供に

対して 【配偶者 へ の愛】 や 【感謝】 の気持ちを送 っ

て い た
.

65 歳 の 男性 は,･ 死 の 数日前に妻 に, ｢ わが まま

な
一 生送らせてもら っ て, ありが とう｣ と, 今ま

で の 自分の 人生の 反省と妻 へ の 感謝の 気持ちを伝

え た . こ の 患者は い わ ゆ る典型的 な亭主関白で ,

夫婦喧嘩が絶えなか っ たそうで ある. したが っ て ,

こ の ことばを聞い た妻は , 今ま で の 苦労が報われ

た よ うで
,
生きて い く勇気が湧い たと喜んで い た.

ま た
,
6 0 歳 の 男性は , 死 の 1 週 間前に妻に ,

｢ モ

ナ リザの微笑っ てあんたの ためにあるんだ｣ と言 っ

た. 妻 は嬉 しさ の あまり, 何度も同じセ リ フ を患

者に せ がん だとい う. 妻は, こ の こ とばに死別後

どれだ け勇気づ けられた こ とで あろう.

一

般的に ,
日本人の 夫婦は , 親密性に つ い て の

要求を こ とば の レ ベ ル で交わす こ とが少ない と言

われ て お り
5)

,
こ れら の ケ ー ス も, い ず れも感謝

や愛の ことばを交わす ことが少ない 夫婦で あ っ た.

しか し, 患者 は死が近い こ とを感 じる中で , 配偶

者の ありがたさを実感し, 悔 い を残さない よ うに,

素直に自分の 気持ちを伝えた の だと考えられ る.

こ れ ら の 患者の
一

言は ,
遺された 家族を強い悲 嘆

か ら救い ,
生き る エ ネ ル ギ -

へ と変えて い く大き

な力に なる に違い ない .

2 ) 苦しみを表す こ とばが リア ルで あ り, 患者の

怒 りも直接的に向けられ る.

【心身の 苦痛】 を表す こと ばは看護師に も向け

られて い るが
,
一家族に向けられる時に は,

一 層リ

ア ル で直接的で 激しい 響きが ある . さ らに家族 に

は こ の 苦しみの 感情か ら, 患者の 【怒り】 の こ と

ばも直接的に向けられ る傾向が ある .

6 7 歳 の 女性は夫 に , ｢ ベ ッ ドを上 げて｣ , ｢ ベ ッ

ドを下 げて｣ 等と訴えて い たし, 53 歳 の 男性は妻

に , ｢ 寝かせ て え｣ , ｢ 起 こ して え｣ , ｢ 横 に な りた

い｣ とひ っ きりなしに訴えて い た.
い ず れ の 配偶

者も, 患者の 苦痛を和らげよ うと必死に な っ て そ

の 要求に応えよ うとして い た. ま た , 60 歳 の 男性

は, 妻に , ｢ 俺はこ ういう病気になっ たの に, お

前は しゃ あし ゃ あとしてい る｣ と怒りの 感情をぶ

つ けて い た.
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｢

富山医科薬科大学看護学会誌 第 5 巻 2 号 20 04

臨死患者の 苦しみ や怒り の 感情の 発散は ,
い わ

ば
,
カ タ ル シ ス 的な役割をも っ と考えられ る. 忠

者が最も愛し信頼して い る配偶者が, そ の 苦しみ

を共有してくれ る こ とを実感した時, 患者は安心

し
, 身体的な苦痛も和らい だ の で はない だろうか.

3 ) 【あ きらめ】 の ことばをそれとなく言う.

闘病生活に限界を感じた患者は家族に ,
｢ あき

らめ｣ を意識させ る こ とばをそ れとなく送 っ て い

た. 【あきらめ】 の こ とばば看護師に も向けられ

て い たが
,
こ こ で は

,
そ の こ とばはもう少し間接

的で あると同時に , 家族 へ の 願望も含ん だ ことば

として 浮き出て く る.

49 歳 の 女性は , ｢ も っ と生きて い て は しい｣ と

言う息子に対して ,
｢ 私,
死 に たい｣ と静かに言 っ

た . ま た
,
87 歳 の 男性は娘に ,

｢ 頑張れ頑 張れ言

うてもの う,
お らにも限界が あるわ｣ と弱音を吐

い て い る .

こ の よ うに
,
こ こ で の 【あきらめ】 の こ とばは ,

患者が懸命に病気と闘 っ た末に自分の限界を感 C ,

｢ あき らめ｣ と い う形で 死の 受容を表して い る こ

とばで あると同時に, 励ま す 一 方 の 家族に も, 自

分の 死が近い こ とを認 め て , 覚悟をして は しい と

い う願い を込め た こ とばで はな い かと考えられる .

4 ) そ の 他の ことばに つ い て

家族に も患者 は 【死後の 世界】 を示唆す る こ と

ばを語 っ て い るが, 特に こ こ で は, 一 つ の こ とば

の み の 抽出で あ っ たため に
,
こ れに よ っ て 家族に

対す る こ とば の特徴として は , 特に明確化で きな

か っ た . しかし8 7 歳の 男性が, 死 の 2 週間前に語 っ

たとい う
,
｢ おら悪人やか ら

,
地獄に行か んなら

んわ｣ と い う こ とばを深読みすれ ば, そ こ に は家

族に対す る何らかの ざん げの 気持ちが表れて い る

とみ る こ とも不可能で は ない だろう.

さ らに
, 【自然との 触れ合い】 に関す る こ とば

も 1 人にお い て み られた . 60 代 の 男性は , 死 の 1

ヶ月程前か ら, 妻に ,
｢ 今日の朝日きれ い だ っ た

ね｣ , ｢ 夕日きれ いだ っ たね｣ , ｢ 月きれ いだ っ たね｣

と空の 話を よく して い た . 柏木は ,
｢ 死が近い こ

とを感じた時, 人 は近く の 小さ な自然の 中に, 元

気な頃は感じなか っ た特別の 輝き を感じる ようで

ある｣ と述 べ て い る
6 )

. 本調査で は, 自然に関す

る こ とば は 1 例 の みで あり, 特に ｢ 家族 へ の こ と

- 5 1 -

ば｣ の特徴と して は 明確化で き な い が , 臨死患者

にと っ て 自然は特別な意味をも つ と言われて い る

こ とから
, 看取 る者は それ に注意を払う必要があ

る .

3 . 今後の終末期看護へ の 展望 -

｢ 臨死患者の こ

とば｣ をどの ようにケ ア に生か していくか

1 ) ｢ 臨死患 者の こ とば｣ を看護師と家族が聞き

逃 さず, 共有し合っ て その 意味を汲 み取 る努力が

求められ る.

こ れまで みて きたように
, 臨死患者の ｢ こ とば｣

には重要な メ ッ セ ー ジが含まれて い る こ とがわか っ

た. したが っ て, そ の ｢ こ とば｣ に 注目して い く

必要があるの だが , 現時点で は, こ とに医療ス タ ッ

フ からそ れほ ど注目されて い ると は言い がたい .

まず, こ の 現状を改善して い く こ とが, 今後の 臨

死患者の 看護を深めて い く こ とに つ ながる もの と

考え られる . そ の た め に は何よ りも, 患者達の 放

つ こ とば へ の 看取る者 の感受性を高め て い く こ と

が必要となる . 臨死患者 の心理 に対する基礎知識

をも っ こ とは もと より , 日常生活で の 様々 な体験

や, さらに , 文学作品等を通 して ｢ こ とば｣ の 問

題に敏感に な る こ とで , 感受性を高め て い かれ る

で あろう.
こ の よう に して , 臨死患者の 放 っ こ と

ばが極めて 重要で あると の認識を心 の 中に植え付

けて おく ことが求め られるの で ある.

一 方で ,
そ の ｢ こ とば｣ の 重要性を家族にも指

導し, 一 言,

一 言を聞き漏らさず に記述して おく

こと の必要性も伝えなければならない . 時として,

患者は家族に は, より率直に気持ちを述べ る場合

もあるか らで ある .

そ して
, 看護師と家族 は聞い た こと ばの 意味を

汲み取 っ て い くよう に努力をしなければならない .

そ の ため に両者は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を密に して ,

患者の ことば を共有 し, そ の 意味する内容を共に

考え合 っ て い く努力が必要となる .

2 ) ｢ 臨死患者の ことば｣ か ら, 看護師と家族が

協力して具体的な要求を満たす ことが重要 である.

共有し合 っ た ｢ こ とば｣ から, 何か具体的な要

求を患者が して い るとわか っ た時に は , 相互に協

力して , 倫理 に反しない 範囲で ,
そ の 願い を最大

限満たす ことがで き るよ うに努力をして い かなけ
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ればな らない . そ の場合, 臨死患者に は残され た

時間が極めて少な い こ とから, 早急な対応が必要

と なる .

キリ ス ト教徒 の女性患者が, 最期の 場面で ミ サ

を立て て は しい と希望 した時, 看護師は すぐに患

者の 希望を夫に伝え患者の 希望は叶えられた .
こ

の よう に , 看護師と家族が共に協力し患者の希望

を叶え た な ら, 患者 は安心 し て最期 の 時の 準備 を

進め る こ とがで き る し, 家族は で き る限りの こ と

をした と い う思 い から, 後悔が少なくな ると考え

られ る .

以上, 本論文で判明した内容をもとに ｢ 臨死患

者の ことば｣ をめ ぐる看護支援 の あり方に つ い て

図に示 した ( 図参照) . 看護師と家族が連携して

臨死患者の こ とば の メ ッ セ
ー ジ を理解 し, 患者の

最斯の 希望を叶える こ とが, 患者の JL ､身 の 安定や,

安らかな死に つ なが っ て い く ことを図で は表 して

い る
.

結 論

1 . 看護師が聞い た ｢ 臨死患者の こ とば｣ の 内容

は, 【間近に迫 っ た死の意識】 【あきらめ】 【人

生の 振り返り】 【家族関係 へ の後悔】 【家族を遺

す不安】 【感謝】 【JL ､身 の 苦痛】 【死の迎え方 の

希望】 【死後の世界】 【墓参り へ の希望】 【神 へ

の 祈り】 の 1 1 の カ テ ゴ リ ー に 分類で きた . 看護 師

が聞い た ｢ こと ば｣ に は , 【間近に迫 っ た死の意

識】 等の 自分の 死が近 い ことを表す こ とばが多く

含ま れて い た. 【人生の 振り返り】 の ことば は本

研究の 結果で は看護師の みが聞い て おり ,
そ の こ

とばを語る ことで , 患者は自分の 人生を肯定的に

捉えよ うと して い た. 【家族関係 へ の 後悔】 【死

の 迎え方の 希望】 【墓参り へ の 希望】 【神 へ の祈

り】 は い ず れも要望を表す こ とばで あり, 患者 は

何らかの 介入を看護師に求めて い た.

2
. 家族が聞い た ｢ 臨死患者の ことば｣ の 内容は ,

【家族を遺す不安】 【配偶者 へ の 愛】 【感謝】

【家族 へ の 励ま し】 【心身の 苦痛】 【あき らめ】

圃イ臨死患者のことば｣をめぐる看護支援のあり方
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【怒 り】 【死後の 世界】 【自然と の 触れ合い】 の

9 の カ テ ゴリ ー に分類で き た. 家族が聞い た ｢ こ

とば｣ に は , 【家族を遺す不安】 【家族 へ の励ま

し】 【配偶者 へ の 愛】 【感謝】 等の 家族を気遣う

こ とばが多く みられ た. これ らの ことば は
,
患者

の死後も遺族の JL ､ に深く刻み 込まれて い た. 【心

身の 苦痛】 【怒り】 の こ とばで は, 患者は家族に

は遠慮が ない ためか
, 苦しみ や怒り の感情がよ り

直接的に家族に ぶ つ け て い た .

3 . 本研究に よ り ,
｢ 臨死患者 の こ とば｣ に は,

重要なメ ッ セ ー ジや要望が内包されて い る こ とが

わか っ た. そ れ を踏まえて , 今後の終末期看護 へ

の 提言をしたい .

1 ) まず は看護師が ｢ 臨死患者 の こ とば｣ の 重要

性を深く認識する ことが求め られる. そ の ために

は
, 看護師は臨死患者 の ｢ こ とば｣ へ の 感受性を

高め る努力をしなければな らない .

2 ) 看護師は家族 - も患者 の ｢ こ とば｣ に傾注す

る重要性を指導 し, 両者が患者の こ とば を共有 し,

そ の 意味に つ い て共 に考えて い かなければならな

い
. 時と して , 患者 は家族に は よ り率直に気持ち

を述 べ る ため, 極め て重要な こ とばを遺す場合が

あるか らで ある .

3 ) 臨死患者の こ とば に具体的な要望が含まれて

い る場合は, 看護師と家族 は協力 し, そ れが倫理

に反しない 限り, 迅速 に患者の 要望の 実現に向け

て行動す る必要があ る . そ うす る こ とに よ っ て
,

患者は心残り なく死の準備を進め る こ とが で き る

と考え られ る .

以上, 本論文で判明した内容を図に示した ( 図

参照) .

( 本論文は , 平成1 4 年度富山医科薬科大学大学院

医学系研究科看護学専攻の修士論文を
一

部改変縮

小して 論述したもの で ある. )
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u n e a s y f e eli n g s a b o u t l e a vi n g f a m il y , l o やe f o r t h ei r s p o u s e s , g r a tit u d e , e n c o u r a g e m e n t t o

f a m il y , p h y s IC al a n d s p i ri t u al p a l m , r e S lg n a ti o n , a n g e r , t h e w o rl d a ft e r d e a t h , a n d c o n t a c t

w it h n a t u r e .

F r o m t h e r e s u lt s
,
it w a s cl a rifi ed t h a t w o rd s o f d yi n g p a tie n t s i n cl u d e i m p o rt a n t

m e s s a g e s o r th ei r w is h e s ･ R e g a r di n g s u p p o rt s t o t h e m ,
fi r st

,
n u r s e? m u st u n d e r st a n d t h e

i m p o rt a n c e o f t h ei r w o r d s a n d t h e y m u s t l e a d t h ei r f a m ili e s t o p a y a t t e n ti o n t o t h ei r w o rd s ･

T h e n
,
it i s al s o i m p o rt a n t t h a t n u r s e s a n d p a ti e n t s

t

f a m ili e s h a v e t h ei r w o r d s i n c o m m o n

a n d if t h ei r w o rd s i n cl u d e s o m e r e q u e s t s , b o t h t r y t o g r a n t t h o s e a s m u c h a s p o s sibl e .

K e y w o r d s

w o r d s o f d y i n g p a ti e n t s , i m p o rt a n t m e s s a g e s , a n aly s e s of m e a n l n g S ,

c a t e g o ri e s , s u p p o rt s t o g r a n t p a ti e n t s
'

r e q u e st s
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